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終

戦

後

社

会

仕

后

が

し

く

荒

廃
混
乱
し
た
中
て

f

伝
繁
病
の
大
流

行
か
起
っ
た
。
戦
争
と
に
策
病
は
昔

か
ら
つ
き
も
の
だ
と
い
わ
九
て
い
る

尺
敗
戦
の
憂
目
を
見
た
牧
国
て
は

一
層
み
し
め
な
も
の
て
あ
っ
た
。
厄

夏

腸

チ

フ

ス

f

・

r

加
刷
が
終
戦
と
と

も
に
燦
発
的
に
発
生
し
た
。
中
で
も

痘
癒
は
戦
時
中
の
数
十
倍
の
一
八
、

0
0
0

人
員
死
三

r
o
o
〗
0
人
）

と
い
う
大
流
行
で
あ
り

f

発
疹
チ
フ

ス
は
三
二

f
0
0
0
人
（
内
死
三

f"

三

0
0
人
）
コ
レ
ラ
―

r

二

0
0
人

（
内
死
五
六

0
人
）
と
い
う
よ
う
に

r

術
生
状
態
の
悪
化
は
ま
こ
と
に
惨
た

ん
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
進
駐
軍
当
局
か
ら
r

公
衆
術

生
対
策
に
関
す
る
寛
書
が
発
せ
ら
訊
、

一
般
公
衆
の
健
康
に
著
し
く
影
讐
が

あ
る
伝
染
病
に
対
し
て

f

予
防
接
種

を
実
苑
す
る
こ
と
。
冶
療
用
皿
清

f

予
防
用
ワ
ク
チ
ノ
の
製
造
を
す
み
や

か
に
再
開
す
る
こ
と
な
ど
が
か
さ
九

た
。
つ
い
て
昭
和
二
三
年
、
伝
染
病

の
慮
が
あ
る
疾
病
の
発
生
及
ひ
ま
ん

｀
 

"
O
 

た

そ
礼
以
来

f

大
販
防
疫
励
会
と

f

わ
汎
わ
訊
翫
大
微
研
会
と
は

f

ワ
ク

チ
／
等
防
疫
資
材
の
生
産
と
供
給
に

つ
い
て

f

相
互
に
密
接
な
協
力
が
つ

づ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

つ
し

ょ
ジ
て
同

ン

の

鼠

が

削

械

附
和
三
―
―
―

-+f
四

0
年

の
三
回
に
わ
た
2

の
7

ク
チ
／
改

良
を
可
舵
に
し

f

そ
の
品
質
が
翌
初

に
く
ら
へ
る
と
不
要
蛋
白
は
殆
ん
と

除
去
さ
尺
極
め
て
高
度
に
麟
製
し

た
ワ
タ
チ
ノ
と
な
り
、
し
か
も
力
価

は
倍
以
J
I
に
高
く
r

副
作
用
に
つ
い

て
も
殆
ん
ど
心
配
の
な
い
、
ワ
ク
チ

ン
が
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
四
一
年
に
近
畿
以
西
に
日
本

脳
炎
の
大
流
行
が
あ
っ
て
以
来

f

急

檄
に
息
者
発
生
が
減
少
し
て
い
る

JIii , : 

し

｀
 

と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
媒
介
蚊
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
分

離
や
r

豚
の
坑
体
陽
転
等
の
調
査
に

ょ二
‘
f

日
本
脳
炎
汚
染
地
域
の
指

定
が
毎
年
つ
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、

+ir又
は
十
数
年
の
閏
隔
て

f

大
侃

行
か
起
っ
て
い
る
過
去
の
例
を
見
て

夏
決
し
て
楽
観
を
許
さ
九
ぢ
い
も

の
で
4

め
る
。

次
に
イ
ノ
フ
ル
エ
／
サ
ワ
ク
チ
／

の
研
究
は
、
附
和
ニ
―
―
―
年
頃
か
ら
応

大
微
研
会
て
試
作
』
久
験
が
す
す
め
ら

尺
附
和
二
五
年
に
は
国
庁
ワ
タ
チ

ン
が
供
給
さ
訊
た
。
そ
の
頃
は

H

1ょ

｀
蜘
土
）
ウ
イ
ル
ス
の
訛
盲
て
あ
っ

た
。
一
和
三
二
年
と
三
三
年
の
ア
シ

ヤ
か
せ
の
大
流
行
か
ら
昭
和
四
二
年

ま
て
は
〗
刑
汽
昭
和
四
三
年
の
ボ
ン

「
口
か
ぜ
の
大
流
行
以
降
は

(Az
ホ

/
「
一
／
型
）
と
い
う
よ
う
に

f

イ
ソ

フ
ル
ニ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
A
塑
B
塑

と
も
毎
年
少
し
づ
つ
抗
原
構
迄
が
変

化
す
る
。
又

A
型
の
場
合
に
は
約
十

年
に
一
回
く
ら
い

f

突
然
に
全
く
ち

が
っ
た
抗
原
構
造
の
新
型
ウ
イ
ル
ス

の
大
流
行
が
起
る
も
の
だ
と
い
わ
九

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
国
立
予
防
術

生
研
究
所
て
は

f

毎
年
の
イ
／
フ
ル

工
／
サ
流
行
株
を
調
査
し
て

f

翌
年

の
流
行
抹
を
予
測
指
定
し
て
、
そ
の

指
定
株
の
ワ
ク
チ
ソ
が
毎
年
生
産
供

給
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ソ
の
安

全
性
と
有
効
性
を
高
め
る
た
め
r

そ

の
精
製
技
術
が
進
め
ら
れ

r

昭
和
四

七
年
か
ら
は
ウ
イ
ル
ス
を
ェ
ー
テ
ル

処
蝉
し
て
r

、
ワ
イ
ル
ス
の
糖
脂
質
を

分
解
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
r

さ

ら
に
多
醤
一
の
有
効
成
分
を
含
ま
せ
た

f

副
作
用
の
少
な
い
、
防
禦
効
果
の
高

い
ワ
ク
チ
ン
に
改
艮
さ
れ

f

「
イ
ン

フ
ル
ニ
ン
サ
H
A
ワ
ク
チ
ン
」
と
し

て
生
庁
供
給
さ
九
て
い
る
。

そ
の
間
に
附
和
三
五
年
か
ら

l

i

ー'-ハ

年
に
北
而
辺
を
は
じ
め
各
地
て
r

小

児
ま
ひ
息
者
が
集
団
的
に
発
生
し
た
。

そ
れ
に
灯
応
す
る
た
め

f

陪
和
三
六

年
か
ら
不
活
化
ホ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
r

つ
い
て
経

□

生
ホ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
が

生
産
供
給
さ
九
た
。
全
国
的
に
投
与

が
は
し
め
ら
九
て
以
来
、
急
激
に
息

者
発
生
は
械
少
し
て
、
皆
熊
に
な
っ

た
と
は
い
え
な
い
が
r

ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
按
種
の
効
果
は
誠
に
顕

著
な
も
の
て
あ
る
。

さ
ら
に
麻
し
ん
ワ
タ
チ
ノ
に
つ
い

て
は

f

故
谷
口
膿
二
閣
士
の
戦
前
か

ら
の
研
究
旦
引
続
き
す
す
め
ら
れ

た
阪
大
徴
研
奥
野
教
授
等
が
、
弱
毒

生
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ノ
を
開
発
さ
れ
た
。

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ノ
研
究
会
に
お
け
る

調
査
実
験
の
結
果
、
昭
和
四
一
年
に

不
活
化
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ソ

(

k

)

r

弱
喜
生
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン

(

L

)

を

併
用
す
る

r

所
謂
k
L
法
て
予
防
接

種
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
ワ
ク
チ

-10-



ン
株
の
弱
記
が
さ
ら
に
す
す
め
ら
れ

f

昭
和
四
五
年
か
ら
は
高
度
弱
毒
生
麻

し
ん
ワ
ク
チ
ン
（
微
研
C

A

M
ワ
ク

チ
ン
）
を
単
蝕
使
用
と
し
て
r

実
用

に
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
生
に
一
度
は
か
入
り

f

命
定
め

と
ま
で
い
わ
汎
た
は
し
か
も

f

一
回

の
予
防
接
糧
て
安
全
に
一
生
防
禦
て

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は

}
9

ま
こ

と
に
福
音
と
い
わ
ね
は
な
ら
な
い
。

最
近
に
な
っ
て
風
し
ん
の
流
行
に

見
舞
わ
れ

f

特
に
妊
婦
が
風
し
ん
に

罹
息
し
た
と
き

f

先
天
性
奇
形
児
が

生
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
か
ら

f

こ

の
予
防
の
重
要
性
が
関
題
と
な
っ
た
。

陪
和
四

0
年
か
ら
沖
麗
て
の
大
流
行

に
つ
つ
い
て
、
附
杜
五

0
年
か
ら
全

国
的
な
流
行
と
な
っ
た
。
阪
大
餃
研

で
は
昭
和
四
三
年
以
来
風
し
ん
ワ
ク

チ
ノ
の
研
究
を
由
ね

f

乾
燥
弱
毒
生

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
闘
発
し
た
。
附

和
五
一
年
に
な
っ
て
よ
う
や
＇
く
製
剤

基
準
が
制
定
さ
れ
一
般
に
使
用
さ
訂

る
よ
う
に
な
り

f

今
秋
か
ら
定
期
子

防
接
籠
と
し
て
実
加
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
終
戦
以
来
の
医
学

生
物
学
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
r

在

米
の
ワ
ク
チ
ノ
に
格
段
の
改
艮
が
加

え
ら
れ
た
の
み
て
な
く
、
新
し
い
ヮ

ク
チ
／
が
開
発
供
給
さ
れ
た
。

近
時
我
国
に
お
け
る
伝
染
病
の
発

生
が
減
少
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、

大阪府、市の防疫麗策に励力し伝茉病予切ならひに公衆衛

生の業務を追じて文化の発展に寄与するため次の事業を行う。

記

防疫思想及ひ防疫知識の

防疫工作の実麗

防疫並ひに術ゲ賃材及ひ薬罰の蔚設

防疫に関する調査並ひに研究

その他防疫並ひに公衆乃生」一込妄と認めたる

2

3

4

5

 

33平 7月～

昭和22年 5月15日

22年 6月23日

~27日

22年 8月 1日

~20日

23年末

23年 12月20日

~26日

24年 1月

24年11月I8日

23年 7月

現在

大阪印京区大手前会鮨に

挙行

日翌f間社の協力

う。

松坂／予に於て術生思想啓発の

よび啓発

リ
9

【、一

め美化展

発疹チフスの大尻打にあたり洛府当局の

撲滅予防対象の文麗に全力をあけて協力。

サントイノチマ／を以てけ］中打進し年末

清詞の宣にを行う。

雷罰放送設価をして、

天熟紅息者発生！青の予防髪種の励行およ

ひ一般公衆衛生について通行市昆に呼び

かける。

組綺を財団怯人に改め、財団法人大阪馴

疫協会と［乎杓す。

伝染病予防ホスタ を数回にわたり累計

10万枚を作成し宣伝につとめる。

昭和27年 7月～

現在

30年 6月～

現在

35年 3月

尻在

42年10月～

43年11月

47年 3月

47年10月～

49年 7月

49年 7月～

視在

過去数回にわたり各地を襲った風水害に

犀い動力噴霧畿付自動車を出動させて

防疫哨毒に協刀い又消毒薬剤等を寄贈

し、伝是胴発生防止に徴力をつくす。

省の「蚊とハニのいない生活」連動

の実践指尋に協力するため「昆虫駆除の

手引」をしその他「赤刷の予防」「日本

脳炎のはなし」等を10数回にわたり作成

し謳料頒和す。

防疫宣伝用手拭並びに「万国博」に協賛

のための宣伝手拭を数力枚作成し黒料頒

布す。

大阪府主催のねずみ駆除月間連動に協賛、

貶表彰者に記念品を寄則し忘気の高揚に

微力をつくす。

（社）大阪環覧衛生コ／サルタ／卜協会

し、埋事長辻野直三郎は

初伏会長に院任し発展に尽力す。

遅半長辻野直三郎は日奉ペストコントロ

-;,_ (PC O)励会（ねすみ害虫駆除）

しその発展に尽力す。

理事長辻野臣三郎は（社）日本ペストコ

ントロール協会の設立発起人となり設立

にあたり副理事長に試任その発展に尽力

す。

（社）日本ペストコントロール協会の理

事長に訊任

（社）日本ペストコントロール協会顧間

に就任
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